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こ
の
世
界
に
お
い
て
は
唯
物
論
史
的
な
科
学
的
観
点
か
ら
何
ら
か
の
原
因
と
結
果
に
よ
る
因

果
関
係
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
も
の
は
全
て
自
然
現
象
の
一
部
で
す
。
む
ろ
ん
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
含
め
て
観
察
可
能
な
万
物
現
象
や
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
マ
イ
ク
ロ
微
生
物
も
そ
う
で

す
。
即
ち
命
あ
る
も
の
は
全
て
自
ら
絶
え
ず
環
境
の
変
化
に
順
応
し
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

人
間
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
貌
し
続
け
る
環
境
に
適
応
し
て
変
化
し
な
け
れ
ば
生
存
出

来
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
皮
肉
な
こ
と
に
自
然
環
境
そ
の
も
の
が
人
間
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
公
害
の
為
に
極
端
に
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
地
球

全
体
が
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
膨
大
で
急
速
な
変
化
と
影
響
に
よ
り
、
地
球
全
体
に
お
け
る
一
層
の

化
学
的
変
化
に
対
す
る
重
圧
と
責
任
が
我
々
人
間
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
は
必
須
で
す
。
例

え
ば
医
学
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
与
え
続
け
て
い
る
人
類
の
癌
患
者
の
増
大
な
ど
は
こ
の
目
ま
ぐ

る
し
い
化
学
変
化
の
因
果
関
係
が
多
分
に
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
四
十
六
億
年
前

に
地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
、
七
億
年
と
い
う
想
像
を
絶
す
る
年
月
を
経
て
三
十
九
億
年
前
の
地

球
上
に
ア
ミ
ノ
酸
を
含
ん
だ
生
命
単
細
胞
が
初
め
て
誕
生
し
、
さ
ら
に
そ
の
原
始
微
生
物
生
命

が
現
在
の
人
類
に
進
化
し
て
き
た
過
程
は
神
的
な
奇
跡
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
不
可

思
議
な
森
羅
万
象
の
世
界
で
生
ま
れ
て
き
た
人
類
に
と
っ
て
自
ら
が
宇
宙
の
奇
跡
の
産
物
と
し

て
未
来
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
し
て
共
存
共
栄
を
実
現
し
環
境
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
今
と

未
来
を
生
き
る
か
と
い
う
事
の
意
味
を
伝
え
て
い
く
か
が
大
観
的
な
命
題
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
私
達
は
多
く
の
歴
史
的
教
訓
か
ら
人
間
性
の
限
界
と
可
能
性
に
対
し
て
学

び
、
希
望
を
持
ち
続
け
る
事
の
重
要
性
を
見
出
し
ま
す
。
本
会
が
掲
げ
て
き
た
日
本
伝
統
武
道

の
保
存
継
承
や
武
道
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
な
ど
は
社
会
や
個
人
が
変
化
し
て
い
く
中
で
大
切

な
役
割
と
目
的
意
識
を
も
た
ら
し
ま
す
。
即
ち
、
我
々
武
道
家
は
伝
統
武
道
を
通
じ
て
大
き
く

変
化
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
変
化
に
貢
献
し
、
新
し
い
世
界
の
実
現
に
寄
与
す
る

と
い
う
希
望
の
光
と
な
り
得
る
の
で
す
。
襲
古
還
新
の
原
点
は
変
化
の
為
の
叡
智
で
あ
り
、
未

来
へ
の
指
針
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
観
的
な
視
点
で
物
事
を
観
る
と
い
う
事
は
単
に
大
局
的

な
見
地
か
ら
世
界
を
観
る
と
い
う
事
で
は
な
く
、
遥
か
天
地
の
空
間
を
超
え
、
過
去
、
現
在
、

未
来
を
見
据
え
た
次
元
の
超
越
も
意
味
し
て
い
ま
す
。

武
徳
の
大
観
は
大
観
の
武
徳
で
も
あ
り
ま
す
。
大
き
く
開
か
れ
た
武
徳
の
扉
は
そ
れ
を
志
す

人
た
ち
に
よ
っ
て
さ
ら
に
広
め
ら
れ
、
武
徳
の
精
神
と
心
が
世
代
を
超
え
て
さ
ら
に
大
き
な
可

能
性
を
世
界
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
遠
い
道
程
で
私
達
は
常
に
本
会
の
誇
り

あ
る
歴
史
の
重
み
を
携
え
て
進
ん
で
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
だ
っ
て
の
第
一
〇
回
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
定
時
社
員
総
会
で
決
議
承
認
さ
れ
た

創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
事
業
の
数
々
は
そ
う
い
う
意
味
で
本
会
会
員
全
員
の
試
金
石
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
四
月
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
き
た
世
界
の
日
本
伝
統

武
道
を
愛
す
る
同
志
が
よ
う
や
く
立
ち
上
が
り
、
七
年
間
待
ち
続
け
て
き
た
世
界
の
会
員
が
伝

統
武
道
の
神
髄
を
体
験
す
る
目
的
の
た
め
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
来
日
し
一
挙
に
京
都
を
目
指

し
て
集
結
し
ま
す
。
大
日
本
武
徳
会
の
み
が
作
り
出
せ
る
国
際
的
な
武
徳
の
祭
典
を
安
全
無
事

に
開
催
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
日
本
の
先
生
方
の
精
魂

を
込
め
ら
れ
た
情
熱
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
世
界
の
大
日
本
武
徳
会
の
中
核
は
日
本
の
伝

統
あ
る
先
生
方
の
双
肩
と
ご
活
躍
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
は

一
、
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
た
と
さ
れ
る
歴
史
的
な
大
会
と
な
る
事

二
、
多
く
の
忘
れ
る
事
が
な
い
感
動
を
も
た
ら
す
大
会
で
あ
る
事

三
、 

十
八
か
国
二
五
〇
名
の
参
加
者
が
こ
の
厳
し
い
世
相
の
中
で
も
日
本
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
い
う
印
象
を
残
し
て
帰
国
し
て
も
ら
う
事

四
、
国
際
部
の
参
加
者
が
日
本
の
先
生
方
の
演
武
を
肌
で
感
じ
、
伝
統
武
道
の
神
髄
を
吸
収

す
る
事
に
よ
り
彼
等
へ
の
大
き
な
未
来
的
励
み
や
原
動
力
と
な
る
事

五
、
最
重
要
課
題
は
参
加
者
全
員
の
成
功
無
事
安
全
が
達
成
さ
れ
る
事

本
会
会
員
一
同
が
全
力
で
一
致
団
結
し
て
協
力
し
邁
進
す
れ
ば
こ
れ
等
の
期
待
す
る
と
こ
ろ

は
全
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

思
え
ば
戦
後
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
強
制
解
散
さ
せ
ら
れ
た
本

会
の
悲
惨
な
歴
史
を
振
り
返
り
、
多
く
の
先
達
の
先
生
方
が
そ
の
艱
難
辛
苦
の
激
動
の
時
代
を

乗
り
越
え
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
七
年
後
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
に
大
野
熊
雄
先
生

が
初
代
会
長
と
な
り
大
日
本
武
徳
会
任
意
団
体
の
再
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
度
は

戦
後
大
日
本
武
徳
会
の
七
〇
周
年
記
念
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
会
が
二
〇
一
二
年
に
法
人
化

し
て
十
一
年
に
な
り
、
当
方
が
武
徳
会
に
関
与
し
て
き
た
過
去
六
〇
年
間
に
お
い
て
、
多
く
の

変
化
を
見
る
中
で
、
今
ほ
ど
未
来
に
お
け
る
本
会
の
世
界
的
発
展
が
重
要
視
さ
れ
る
時
期
は
無

い
と
考
え
ま
す
。

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
七
年
）、
五
十
一
年
前
に
大
野
先
生
と
対
談
し
て
い
た
折
、
大
野

会
長
が
当
方
に
言
わ
れ
た
「
我
が
国
は
選
択
を
誤
り
悲
惨
な
敗
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か

し
国
は
破
れ
て
も
武
徳
の
精
神
は
滅
び
る
事
は
無
い
」
こ
の
言
葉
こ
そ
が
当
方
に
と
っ
て
決
断

の
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
追
憶
さ
れ
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
以
上
で
武
徳
の
精
神
は
世
界
中
に
広
が

り
、
世
界
武
徳
祭
を
通
じ
て
多
く
の
武
道
家
が
交
流
の
機
会
を
得
、
更
な
る
技
の
向
上
を
目
指

す
足
が
か
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
世
界
中
の
思
い
を
同
じ
く
す
る
武
道
家
の
間
に
人
種
や
国

境
を
越
え
て
ど
の
よ
う
な
感
動
が
生
ま
れ
、
輝
か
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
か
、
そ
れ
は

私
達
会
員
一
同
の
情
熱
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
精
力
的
な
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
深
く
感

謝
す
る
と
共
に
、
本
年
度
の
主
催
事
業
の
全
て
が
安
全
無
事
、
成
功
裡
に
導
か
れ
る
こ
と
を
祈

願
致
し
ま
す
。

末
尾
に
総
裁
東
伏
見
慈
晃
猊
下
を
始
め
と
す
る
全
て
の
本
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多

幸
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。

武
徳
の
大
観
と
世
界
武
徳
祭
へ
の
期
待

濱
田

　
鉄
心
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第
十
回
定
時
社
員
総
会

　及
び

第
十
四
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会

日
時
　
令
和
五
年
一
月
十
五
日
（
日
）

場
所
　
東
急
ホ
テ
ル
京
都
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第
十
回
定
時
社
員
総
会
の
報
告

令
和
五
年
一
月
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
京
都
東
急
ホ
テ
ル
舞
の
間
に
お
い
て
一
般
社

団
法
人
大
日
本
武
徳
会
第
十
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
社
員
百
名
（
委
任
状
提

出
者
七
十
三
名
含
む
）
に
よ
り
本
定
時
社
員
総
会
は
成
立
し
た
。
一
般
社
団
法
人
法
に
則
り
本

会
定
款
と
内
規
に
従
っ
て
左
記
の
と
お
り
報
告
事
項
並
び
に
決
議
承
認
事
項
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

第
一
議
案
　
　
二
〇
二
二
年
度
事
業
及
び
収
支
決
算
書
の
件

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
二
議
案
　
　
二
〇
二
二
年
度
会
計
監
査
報
告
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
三
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画
書
承
認
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
四
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
度
収
支
予
算
書
承
認
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
五
議
案
　
　
役
員
選
出
承
認
の
件

理
事
選
任

濱
田
博
之
（
鉄
心
）、
竹
田
豊
、
山
田
文
典
、
上
村
雅
彦
、
中
田
浩
大
、
渡

邊
佳
代
子
の
六
名
が
再
選
さ
れ
た

新
し
く
藤
井
正
巳
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た

監
事
選
任

坂
本
俊
一
が
再
選
さ
れ
た

新
し
く
平
松
男
が
選
任
さ
れ
た

藤
井
正
巳
は
退
任
し
た

第
六
議
案
　
　
新
役
員
挨
拶
の
件

新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
さ
れ
た

第
七
議
案
　
　
内
規
改
訂
報
告
事
項
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

第
八
議
案
　
　
第
十
四
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
具
体
的
な
内
容
が
報
告
さ
れ
た

第
九
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
創
立
一
二
八
周
年
記
念
主
催
事
業
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

第
十
議
案
　
　
後
援
事
業
大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会

報
告
事
項
　
　
厳
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
二
〇
二
四
年
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
、
武
徳
会
館
設
立
構
想
案
経
過
報
告
、
会
報
編
集
報
告
が

さ
れ
た

定
時
社
員
総
会
終
了
後
、臨
時
理
事
会
に
於
い
て
代
表
理
事
に
濱
田
博
之（
鉄

心
）
理
事
が
再
選
さ
れ
就
任
し
た

以
上
　

一
般
社
団
法
人
　
大
日
本
武
徳
会
　
　

理
事
　
渡
邊
　
佳
代
子
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委
員
、
武
道
執
行
専
門
員
、
準
武
道
執
行
専
門
員
、
職
員
、
参
加
者
全
て
の
相
乗
効
果
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
役
割
分
担
を
全
力
で
果
た
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
す
る

と
述
べ
た
。

三
〜
五
　
担
当
各
委
員
の
研
修

委
員
長
を
中
心
に
各
担
当
委
員
が
様
々
な
問
題
点
を
検
討
し
、
最
重
要
課
題
を
ど
う
解
決

さ
せ
る
か
短
時
間
の
集
中
審
議
を
開
始
す
る
よ
う
説
明
が
あ
っ
た
。

円
卓
会
議
は
、
検
証
四
卓
、
管
理
運
営
一
卓
、
司
会
進
行
一
卓
、
表
彰
一
卓
に
別
れ
、
参

加
者
の
自
己
紹
介
か
ら
円
卓
座
長
を
中
心
に
活
発
な
検
討
が
行
わ
れ
た
。

六
　
各
委
員
会
の
総
括
と
報
告

会
議
の
大
要
に
つ
い
て
各
委
員
長
報
告
が
さ
れ
た
。

（
一
）
検
証
委
員
長
か
ら
は
、「
黄
色
旗
」
の
意
味
の
理
解
の
徹
底
、
礼
節
の
重
視
、
具
体
的

事
例
に
基
づ
く
対
応
の
実
践
に
努
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
さ
れ
た
。

（
二
）
管
理
運
営
委
員
長
か
ら
は
、
資
質
の
高
い
委
員
の
人
選
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
含
め

た
衛
生
管
理
の
徹
底
、
部
外
者
に
よ
る
無
断
撮
影
対
策
の
徹
底
及
び
具
体
的
指
示
の

反
復
実
施
を
行
う
等
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

（
三
）
司
会
進
行
委
員
長
か
ら
は
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
発
生
防
止
向
け
た
受
付
確
認
、

二
団
体
前
ま
で
の
目
視
確
認
の
実
施
、
各
団
体
長
と
の
連
携
強
化
、
礼
式
の
徹
底
及

び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
や
す
さ
へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

（
四
）
表
彰
委
員
長
か
ら
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
表
彰
を
実
施
す
る
た
め
、
表
彰
者
、
受
賞
者
双

方
へ
の
き
め
細
か
い
事
前
連
絡
を
実
施
な
ど
の
検
討
結
果
と
積
極
的
な
協
力
を
求
め

る
発
言
が
あ
っ
た
。

武
道
執
行
専
門
委
員
会
で
の
貴
重
な
意
見
や
提
案
は
、
理
事
会
に
持
ち
帰
り
、
更
に
検
討

を
す
る
こ
と
と
し
た
。

七
　
二
〇
二
三
年
創
立
百
二
十
八
周
年
本
会
主
催
事
業

塩
田
事
務
局
長
か
ら

四
月
二
十
五
日
（
火
） 

：
国
際
部
青
龍
殿
国
宝
青
不
動
明
王
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

四
月
二
十
七
日
（
木
） 

：
国
際
部
伊
勢
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

四
月
二
十
八
日
（
金
） 

：
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
・
開

会
式

二
〇
二
三
年
一
月
十
五
日
（
日
）
東
急
ホ
テ
ル
二
階
雅
の
間
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大

日
本
武
徳
会
　
第
十
四
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
定
刻
午
前
十
時
、
委
員
会

司
会
上
村
理
事
が
開
会
を
告
げ
た
。

濱
田
鉄
心
武
道
執
行
専
門
委
員
長
（
以
降
委
員
長
と
呼
称
）
は
、
開
催
挨
拶
で
武
道
執
行
専

門
委
員
は
、
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
向
け
て
何
を
す
る
べ
き
か
、

直
面
す
る
諸
問
題
に
加
え
て
未
来
的
に
深
刻
な
会
員
数
の
減
少
、
経
済
的
な
逼
迫
が
あ
る
こ
と

を
周
知
し
た
上
で
、
日
本
伝
統
武
道
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て
模
索
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
大
日
本
武
徳
会
へ
の
協
力
に
期
待
す
る
と
述
べ
、
具
体
的
に
以
下
の
内
容
を
示
し
た
。

一
　
武
道
執
行
専
門
委
員
の
目
的
と
課
題

二
〇
二
〇
年
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
世
界
武
徳
祭
は
、
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
拡
大
に
よ
り
約
三
年
半
延
期
さ
れ
、
よ
う
や
く
本
年
四
月
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
回
大
会
か
ら
は
七
年
以
上
に
あ
る
歴
史
的
な
大
会
の
開
催
の
目
的
は
、

（
一
）
本
会
の
歴
史
の
重
要
な
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
。

（
二
）
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
が
感
動
す
る
大
会
と
す
る
。

（
三
）
参
加
す
る
世
界
十
八
か
国
二
五
〇
名
の
外
国
人
武
道
家
が
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
よ
う
日
本
の
武
道
が
日
本
伝
統
武
道
の
神
髄
を
見
せ
る
。

で
あ
る
。

大
会
の
無
事
・
安
全
を
第
一
に
事
業
の
協
力
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
総
合
力
が
十
二
分
に
発

揮
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ
た
。

二
　
大
会
役
員
の
役
割
と
責
任

役
割
と
責
任
は
、
表
裏
一
体
で
あ
る
。
す
べ
て
の
担
当
の
歯
車
が
か
み
合
っ
て
い
く
こ
と

で
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
度

　第
十
四
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
報
告

武
道
執
行
専
門
委
員
会

記
録
担
当

山
田
　
文
典

7 春季号



　
　
四
月
二
十
八
日
（
金
）　
　
　
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
・
祝

宴
会

四
月
二
十
九
日
（
土
・
祝
） ：
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

四
月
三
十
日
（
日
） 

：
国
際
部
錬
成
大
会

七
月
十
七
日
（
月
・
祝
） 

：
第
二
十
八
回
全
国
青
少
年
武
徳
祭

九
月
三
十
日
（
土
） 

：
秋
の
高
段
者
審
査
会

十
月
一
日
（
日
） 

：
第
三
十
一
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

の
説
明
が
さ
れ
た
。

八
　
質
疑
・
応
答

救
護
医
師
の
井
本
委
員
か
ら
、
現
在
の
医
療
現
場
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
飛
沫
の
範
囲
予

測
や
武
道
セ
ン
タ
ー
で
の
外
国
人
用
大
型
ス
リ
ッ
パ
の
事
前
配
置
に
伴
う
衛
生
問
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
濱
田
代
表
理
事
か
ら
、
本
日
の
会
議
は
、
活
気
の
あ
る
有
意
義
な
も
の
と

な
っ
た
。

理
想
と
実
践
、
意
識
と
感
覚
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。
気
づ
か
な
い

事
象
や
突
発
事
故
の
事
前
防
止
に
向
け
各
担
当
委
員
が
最
大
限
の
準
備
を
行
い
、
武
道
執
行
専

門
委
員
は
、
大
日
本
武
徳
会
の
最
後
の
砦
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い
と
締

め
く
く
っ
た
。

定
刻
、
上
村
進
行
役
の
閉
会
宣
言
で
、
第
十
四
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
は
閉
会
し
た
。
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第10回  定 時 社 員 総 会
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第14回 武道執行専門委員会

10春季号



高
段
者
審
査
会
　
合
格
者

【
居
合
道
・
古
武
道
】

七
段

渡

　

祥

正

七
段

石

川  

　
　

聡

七
段

松

村
　

則

夫

八
段

井

本
　

敏

弘

八
段

北

川  

　
　

茂

【
空
手
道
・
沖
縄
古
武
道
】

六
段

藪

崎  

　
　

聡

六
段

岡

田  

　
　

豊

八
段

花

元
　

浄

一
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第30回
平安神宮奉納
古武道演武大会

日時：令和４年10月16日（日）
　　　　　　午前11時30分〜
場所：平安神宮「額殿」
主催：一般社団法人　大日本武徳会

事務局撮影

19 春季号



大　　会　　次　　第

◎平安神宮祈願参拝 午前11時30分より
玉串拝礼 濱 田 鉄 心

◆◆◆　開　　会　　式　◆◆◆

司会進行　　　大会進行委員長 藤 井 正 巳

①開 会 宣 言 大 会 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典

②開 会 挨 拶 大会副委員長兼大会検証委員長 竹 田 　 豊

③演 武 上 の 注 意 大 会 管 理 運 営 副 委 員 長 坂 本 俊 一

④祓 い の 儀 居 合 道 教 士 八 段 渡 邊 佳 代 子

◆◆◆　演　　　　　武　◆◆◆
＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬り並びに弓術・古武術も7分以内とします。

◆◆◆　閉　　会　　式　◆◆◆

①納 め の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 中 森 茂 範

②講 評 大 会 検 証 副 委 員 長 中 田 浩 大

③閉 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心

④閉 会 宣 言 大 会 検 証 副 委 員 長 上 村 雅 彦

正　午
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御礼の御挨拶
第30回平安神宮奉納古武道演武大会も皆様の多大なる御協力と御支援
によりお陰様で無事盛大裡に終了いたしました。ありがとうございまし
た。厚く御礼申し上げます。

一般社団法人 大日本武徳会

大　会　参　与

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）
御　芳　名 御　芳　名

濱田　鉄心　様 竹田　豊　様
山本　楠城　様 坂本　俊一　様
山田　文典　様 柳田　邦治　様
正守和道塾　様 日本古式武道協会　拳正会　様
西村　義行　様 滝山　昭　様
北川　茂　様 石本　一平　様
日本古武道　誡慧塾　様 村山　盛哲　様
小松　秀敏　様 渡邊　祥正　様
杉生　闡祐　様 神和会　様

第
三
十
回
平
安
神
宮
奉
納

　
　
　古
武
道
演
武
大
会
報
告

大
会
検
証
副
委
員
長

上
村
　
雅
彦

令
和
四
年
十
月
十
六
日
の
日
曜
日
に
第
三
十
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
十
月
六
日
に
行
わ
れ
て
か
ら
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
間
二
年
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
の
で
久
々
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。
若
干
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
幸
い
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
役
員
の
先
生
方
と
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
協
力
の
御
陰
を
持
ち
ま
し
て
大

き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
平
安
神
宮
祈
願
参
拝
、
神
職
に
よ
る
御
祈
祷
の
後
に
代
表
理
事
濱

田
鉄
心
先
生
に
よ
る
玉
串
拝
礼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

額
殿
に
戻
り
ま
し
て
開
会
式
が
範
士
藤
井
正
巳
先
生
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。

範
士
山
田
文
典
先
生
に
よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
開
会
挨
拶
を
範
士
竹
田
豊
先
生
よ
り
頂
き
ま

し
た
。

演
武
上
の
注
意
を
範
士
坂
本
俊
一
先
生
に
ご
説
明
頂
き
、
祓
い
の
儀
を
教
士
渡
邊
佳
代
子
先

生
の
見
事
な
刀
演
武
に
よ
り
会
場
を
清
め
て
頂
き
ま
し
た
。

演
武
は
日
置
流
印
西
派
弓
刀
錬
心
舘
道
場
、
松
道
流
松
栄
館
、
古
流
無
双
直
伝
英
信
流
神
和

会
、
無
双
直
伝
英
信
流
日
本
古
武
道
晟
慶
館
、
一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
Ａ
、
風
伝
流
北
陸

連
盟
修
童
館
Ａ
、
無
双
直
伝
英
信
流
北
陸
連
盟
修
童
館
Ｂ
、
無
双
直
伝
英
信
流
日
本
古
武
道
誡

慧
塾
、
正
守
和
道
塾
Ａ
、
正
守
和
道
塾
Ｂ
、
正
守
和
道
塾
Ｃ
、
形
意
和
真
流
唐
手
道
武
学
館
、

松
道
流
松
栄
館
、
講
道
館
柔
道
、
無
双
流
大
阪
修
武
会
、
正
統
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
日

本
古
武
道
直
心
会
、
虚
心
流
居
合
剣
法
弓
刀
錬
心
舘
道
場
、
日
本
古
式
武
道
協
会
拳
正
会
、
国

際
部
無
想
智
心
流
兵
法
空
手
道
、
正
守
和
道
塾
、
剛
柔
流
空
手
道
、
素
心
流
居
合
抜
刀
術
、
無

雙
直
傳
英
信
流
、
夢
想
神
伝
流
古
武
道
唯
心
会
、
土
佐
伝
承
直
伝
英
信
流
、
一
心
無
双
流
居
合

道
剣
心
会
Ｂ
、
無
双
直
伝
英
信
流
至
誠
館
、
誠
道
館
虚
心
流
居
合
剣
法
、
無
双
直
伝
英
信
流
兵

庫
正
武
館
、
直
伝
円
心
流
居
合
道
、
沖
縄
又
吉
古
武
道
光
道
館
大
阪
堺
守
礼
館
、
国
際
部
、
心

月
無
想
柳
流
柔
術
甲
武
館
、
日
置
流
半
弓
術
弓
刀
錬
心
舘
道
場
と
各
団
体
先
生
方
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
演
武
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

納
め
の
儀
は
範
士
中
森
茂
範
先
生
の
卓
越
し
た
技
に
よ
り
今
大
会
演
武
が
厳
か
に
終
了
。

閉
会
式
は
講
評
を
範
士
中
田
浩
大
先
生
、
閉
会
の
挨
拶
を
大
会
委
員
長
濱
田
鉄
心
先
生
に
頂

き
ま
し
た
。

上
村
雅
彦
の
閉
会
宣
言
に
て
本
大
会
が
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
を
役
員
の
先
生
方
に
よ
る
御
指
導
の
下
、
武
道
執
行
専
門

委
員
の
先
生
方
の
多
大
な
る
ご
尽
力
と
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
無
事
な
る
大
会
開
催
を
終
え
ま
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
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第６回青龍殿
国宝青不動明王
奉納古武道演武大会

日時：令和４年12月４日（日）
　　　　　　　午前11時開始
場所：青龍殿・大正武徳殿（将軍塚）
主催：一般社団法人　大日本武徳会

27 春季号



大　　会　　次　　第

◎ 青 龍 殿 御 祈 願 午前11時00分より

◆◆◆　開　　会　　式　◆◆◆

司会進行　　　大会進行委員長 藤 井 正 巳

①開 会 宣 言 大 会 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典

② 礼 国宝青不動明王・国旗・武徳会旗

③開 会 挨 拶 大 会 会 長 東 伏 見 慈 晃

④演 武 上 の 注 意 大 会 管 理 運 営 副 委 員 長 坂 本 俊 一

⑤祓 い の 儀 居 合 道 範 士 八 段 平 　 松 男

◆◆◆　演　　　　　武　◆◆◆
＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬りも７分以内とする。

◆◆◆　閉　　会　　式　◆◆◆

①納 め の 儀 居 合 道 範 士 八 段 伊 藤 　 學

②講 評 大 会 進 行 副 委 員 長 上 村 雅 彦

③閉 会 の 辞 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心

正　午
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第
六
回
青
龍
殿
国
宝
青
不
動
明
王

　
　
　奉
納
古
武
道
演
武
大
会
報
告

大
会
管
理
運
営
副
委
員
長

坂
本
　
俊
一

令
和
四
年
十
二
月
四
日
（
日
）、第
六
回
青
龍
殿
国
宝
青
不
動
明
王
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
、

青
龍
殿
・
大
正
武
徳
殿
（
将
軍
塚
）
に
お
い
て
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
未
だ
収
ま

ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
折
で
あ
り
、
ま
た
十
二
月
と
い
う
寒
い
時
期
の
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

成
人
会
員
の
参
加
人
数
が
若
干
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
分
今
年
か
ら
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
青
少
年
の
参
加
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
趣
の
異
な
っ
た
新
鮮
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

事
務
局
の
努
力
も
あ
り
、
今
回
は
更
衣
室
が
演
武
場
近
く
の
暖
房
の
効
い
た
部
屋
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
着
替
え
な
ど
の
準
備
も
快
適
で
し
た
。

定
刻
開
始
時
間
の
午
前
十
一
時
前
に
御
門
主
に
よ
る
荘
厳
な
護
摩
の
御
祈
祷
が
実
施
さ
れ
、

青
少
年
も
正
座
の
姿
勢
の
ま
ま
静
か
に
残
心
を
保
ち
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
御
祈
願
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
開
会
式
の
後
、
無
双
直
伝
英
信
流
至
誠
館
居
合
道
範
士
八
段
平
松
男
先
生
の
祓
い

の
儀
を
皮
切
り
に
、
一
組
七
分
と
い
う
時
間
の
中
、
皆
さ
ん
気
迫
の
こ
も
っ
た
演
武
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
や
は
り
青
少
年
の
演
武
で
、
成
人
同
様
、
最
初
の
礼
か

ら
道
場
を
辞
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
心
の
こ
も
っ
た
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
た
一

般
の
旅
行
者
や
参
拝
者
の
方
々
の
案
内
も
何
ら
問
題
な
く
、
む
し
ろ
施
設
を
見
学
に
来
ら
れ
た

人
た
ち
の
中
に
は
「
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
帰
ら
れ
た
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
は
、
双
水
執
流
武
尊
会
居
合
道
範
士
八
段
伊
藤
學
先
生
に
よ
る
納
め
の
儀
で

演
武
を
締
め
く
く
り
、
無
事
、
本
大
会
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ
り
、
当
然
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
施
し
て
の
開
催
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
一
般
の
方
々
が
普
通
に
施
設
を
見
学
さ
れ
る
中
で
の
演
武
大
会

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
運
営
上
の
課
題
も
あ
る
事
が
来
年
度
以
降
の
懸
案
事
項
と
な
り
ま
し

た
。と

も
あ
れ
、
寒
い
中
、
一
所
懸
命
奉
納
演
武
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
気
概
は
青
不
動
明
王
に
十
分

伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
気
迫
の
伴
っ
た
演
武
の
連
続
で
し
た
。

本
大
会
で
示
さ
れ
た
武
道
の
精
神
を
来
る
第
六
回
世
界
武
徳
祭
に
も
反
映
で
き
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
大
会
の
実
施
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

大　会　参　与

御礼の御挨拶
第６回青龍殿国宝青不動明王奉納古武道演武大会も皆様の多大なる御
協力と御支援によりお陰様で無事盛大裡に終了いたしました。ありがと
うございました。厚く御礼申し上げます。

一般社団法人 大日本武徳会

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）
御　芳　名 御　芳　名

濱田　鉄心　様 山本　楠城　様
竹田　豊　様 山田　文典　様
坂本　俊一　様 正守和道塾　様
杉生　闡祐　様 樋口　友視　様
伊藤　學　様 村山　盛哲　様
神和会　様 滝山　昭　様
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当
流
派
の
令
和
四
年
度
昇
段
級
審
査
会
を
、
十
月
二
十
九
日
（
土
）、
滋
賀
県
大
津
市
に
あ

り
ま
す
木
戸
公
民
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
は
、
滋
賀
県
下
に
お
き
ま
し
て
も
下
げ
止
ま
り
状
態
か
ら
微
増
が
続
い
て
お
り
、

今
回
も
密
接
・
密
集
防
止
、
消
毒
、
換
気
、
マ
ス
ク
の
着
装
等
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
は
、
当
流
派
六
道
場
か
ら
、
少
年
審
査
か
ら
四
段
ま
で
十
八
名
が

受
審
し
、
密
を
避
け
る
た
め
午
前
・
午
後
の
二
部
に
分
け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
正
面
に
琵
琶
湖
を
遠
望
で
き
、
後
ろ
に
は
雄
大
な
比
良
山
系
の
山
並
み
が
連
な
る

凜
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
気
迫
の
籠
も
っ
た
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
全
員
が
合
格
、
今
年
も

「
飛
び
段
級
」
が
三
名
出
る
ほ
ど
の
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

審
査
後
の
全
体
稽
古
会
で
は
、
当
流
派
が

形
、
試
斬
の
他
に
仮
想
敵
と
の
間
合
や
理
合

を
研
修
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
組
居
合
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
伝
、
中
伝
の
形
に
加
え
て
三

人
組
で
行
う
組
居
合
奥
伝
の
形
を
研
修
し
、

成
果
の
残
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
春
の
世
界
武
徳
祭
を
目
標
と
し
、
世
界

の
武
道
家
が
感
動
す
る
演
武
が
出
来
る
よ
う

修
練
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
一
般
社
団
法
人

大
日
本
武
徳
会
の
先
生
方
、
引
き
続
き
の
御

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

流
派
昇
段
級
審
査
会
の
開
催
結
果

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
　
総
師
範

山
田
　
文
典

※写真撮影時のみマスクを外しております。
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